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論 文 内 容 の 要 旨
安全な再生医療における細胞培養では，ウシ胎仔血清（FBS）が非添加の培養液やジメチルスルホキシド（DMSO）
を含まない細胞凍結保存液の使用が望ましい。本研究は，FBS非添加培養液 PRIME－XV®MSC Expansion XSFMを
用いて，FBS非存在下におけるヒト歯髄幹細胞（XFM細胞）の分離と特性評価ならびに最適な無血清培養法を検討
し，FBS含有培養における歯髄幹細胞（SCM細胞）との比較解析の結果，以下の結論を得た。
１）FBS非存在下で，ヒト歯髄細胞から歯髄細胞の分離に成功した。
２）XFM細胞は，SCM細胞よりも高い増殖能を有し，長期培養後も染色体安定性を維持した。
３）XFM細胞は，SCM細胞と同様に in vitroでは間葉系幹細胞の特性を示し，in vitroでは骨様象牙質を形成して，
腫瘍形成を認めなかった。
４）XFM細胞は，外来性の細胞傷害刺激に対して感受性が高く，SCM細胞よりも有意に細胞傷害率が高かった。
５）オーバーコンフルエントにおいて SCM細胞は単層を維持する一方，XFM細胞は多層化してアポトーシスを生
じ，継代後も凝集塊を形成して細胞増殖を認めなかった。
６）DMSO非含有細胞凍結保存液で凍結保存したXFM細胞は，２）～５）と同様の結果を示した。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，血清非存在下におけるヒト歯髄幹細胞の特性評価と実践的培養法について詳細に検討している。その結
果，無血清培養は，高い増殖能を維持して長期培養による細胞数の獲得を可能とするが，得られた歯髄幹細胞は種々の
細胞傷害刺激に脆弱であり，多層化を呈する過度な培養によって細胞増殖の破綻をきたし，アポトーシスに至ることが
明らかとなった。
以上は，再生医療におけるヒト歯髄幹細胞の安全な無血清培養法の確立に有用であり，歯学に寄与するところが大き
く，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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